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１１月５日（水）応急復旧訓練

取材申込書 
  

      

 ■会社名    

 ■担当者名    

 ■連絡先 ：  部署等    

           TEL   

 ■取材体制：  人数    

 レポーター 有無 有 無    

 インタビュー有無 有 無    

 インタビュー項目    

      

      

      

      

      

 ※電話、Ｅ-ｍａｉｌでも登録いただけます 

■連絡先 

〒231-0003 

横浜市中区北仲通５丁目５７番地  横浜第二合同庁舎１４Ｆ 

 Tel.(045)-211-7406 
  Fax.(045)-650-8954 

E-mail:info-i83ab@pa.ktr.mlit.go.jp 

 



別紙

本訓練の位置づけ

防災拠点の活動フローに対応する訓練の実施状況防災拠点の活動フロー

首都直下地震発生
（東京２３区内で震度６強）

【今回の訓練　11／5（応急復旧訓練）】
　約１４０名参加予定
    災害発生時に防災拠点の管理者となる関東地方整備局と
　　(社)日本埋立浚渫協会が、協働して、防災拠点を応急復旧
　　する訓練

【国の機関による施設確認訓練】
　約１００名が参加した

参加機関：海上自衛隊、陸上自衛隊、海上保安庁、運輸局、関東地方
整備局

【民間との協働による緊急物資輸送訓練】
川崎港運協会、運輸局、関東地方整備局

被災地に緊急物資を供給

非常参集及び施設点検行動の確認
　（１２名が参加）

防災拠点への
非常参集及び施設点検

防災拠点としての機能を発揮
緊急物資輸送活動の開始

防災拠点の応急復旧

（2008年8月5日実施）

（2008年8月26日実施）

（2009年2月頃予定）



 

 

東扇島基幹的広域防災拠点の応急復旧基礎訓練の実施概要 
  

◆実施概要 

本訓練は、首都直下地震（東京湾北部地震）が発災したことを想定し、防災拠点が部分的に液

状化等の被災を受けた場合に、所要の機能を速やかに回復することを目的としている。   

民間（(社)日本埋立浚渫協会）と協働で、防災拠点の応急復旧に必要な資機材を、横須賀港か

ら東扇島の耐震強化岸壁まで海上輸送し、防災拠点に保管してある復旧資機材とともに、速やか

に応急復旧する訓練を行うものである。 

 

◆実施日時  １１月５日（水） 

９：００        開   場（受付開始） 

９：１５        開   会 

９：３０～１２：００  訓   練 

１２：００～１２：１５  反 省 会 

 

◆訓練参加機関等 

・関東地方整備局    総勢７０名程度 

・(社)日本埋立浚渫協会 総勢７０名程度 

           

【日本埋立浚渫協会】 

・警戒船                              １ 隻 

・押船        （１，５００ps）               １ 隻 

・車両搭載装置付き台船（５００ｔ積）                 １ 隻 

→クレーン車     （２５t 吊）               ２ 台 

→クレーン付きトラック（４t 積）                   ２ 台 

→ブルドーザ     （３ｔ及び１５ｔ）             ２ 台 

→バックホウ     （山積み０．１３立米）          １ 台 

・交通船①  水先艇                        １ 隻 

・交通船②  交通船                        １ 隻 

 

【関東地方整備局】 

・災害対策用ヘリコプター あおぞら号（関東地方整備局）        １ 機 

  ・調査監督船 たかしま（京浜港湾事務所）               １ 隻 

・衛星通信車（横浜国道事務所）                   １ 台 

・対策本部車（関東技術事務所）                   １ 台 

  ・照明車（関東技術事務所）                     １ 台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆訓練実施項目 

① 海上輸送訓練 

９：３０から防災拠点に近接する東扇島３１号耐震強化岸壁にて資機材の陸揚げを開始。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 施設点検訓練 

 １０：３０と１０：５５の２回  ヘリコプターが防災拠点に離着陸し、応急復旧の状況を 

点検。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③防災拠点内資機材展開訓練 

  １０：２０～１２：００ 液状化（想定）した箇所の建設機械の走行性を確保するために、 

敷鉄板の敷設を行う。その上を建設機械が走行。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 備蓄資機材の実働性の検証（訓練終了後の午後に実施） 

防災拠点を発災後２４時間以内に応急復旧し、緊急輸送活動の中継基地としての機能を確保

できるか検証する。 

・敷鉄板の敷設  １６０枚 31 号岸壁から防災拠点内までの緊急物資通行路の走行性確保  

・投光機の設置作業 ５０台 防災拠点が停電した際の緊急物資の取扱い作業性確保 

上空点検

資機材を台船から岸壁に陸揚げ 

敷鉄板の上を建設機械が走行 

被災箇所に敷鉄板を敷設 



◆主な訓練参加船舶及び車両等 

 

(社)日本埋立浚渫協会 

車両搭載装置付き台船（５００ｔ積み） 

 

 

 

 

 

写真 

(社)日本埋立浚渫協会 

クレーン車（２５ｔ吊り） 

 

 

 

 

 

写真 

(社)日本埋立浚渫協会 

クレーン付きトラック（４ｔ吊り） 

 

 

 

 

 

写真 

(社)日本埋立浚渫協会 

ブルドーザ 

３ｔタイプ 

 

 

 

 

 

写真 

 



関東地方整備局（京浜港湾事務所） 

調査監督船たかしま 

 

 

 

 

 

 

写真 

関東地方整備局 

あおぞら号 

 

 

 

 

 

 

写真 

関東地方整備局（横浜国道事務所） 

衛星通信車 

 

 

 

 

写真 

関東地方整備局（関東技術事務所） 

対策本部車 

 

 

 

 

写真 

関東地方整備局（関東技術事務所） 

照明車 

 

 

 

 

写真 



建設機械の動線
・トラックによる運搬
・クレーン車による設置

⑤

⑥

⑦

①

台船＋押船

首都高

本
部
テ
ン
ト

３１号岸壁（耐震）

訓練実施計画図

テント倉庫①
・ここで保管してある敷鉄板を
車両の走行性確保のため

茶色（ ）部分に使用

テント倉庫②
・ここで保管してある敷鉄板を
車両の走行性確保のため
液状化を想定した
水色（ ）部分及び
緑色（ ）部分に使用

ヘリ離着陸
（上空からの点検）

首都圏臨海防災ｾﾝﾀｰ
・ここで保管してある投光機を
緊急物資輸送の作業性確保の
ため公園の全体に設置

敷鉄板敷設 ８枚 11/5 ＡＭ 訓練時

敷鉄板敷設 ７０枚 11/4 準備日
（舗装の保護のため前日に敷設）

敷鉄板敷設 ８０枚 11/5 PM検証時

※11/6 後片付け日

資材の展開計画

投光機設置 ５０台 公園の全体に設置

敷鉄板敷設 ２枚 11/5 ＡＭ 訓練時

・台船で運搬してきた敷鉄板を
車両の走行性確保のため
渡版の破損を想定した
ピンク（ ）部分に使用

９号岸壁（耐震）

一般の方は、11/4は公園の一部に、11/5午前
6時から11/6午後6時までは公園の全部が入場
できません。

注）訓練に支障となる箇所は立ち入り
禁止とさせていただきます



東扇島基幹的広域防災拠点とは？



訓練会場案内図 

・駐車場は東扇島東公園駐車場をご利用下さい。 

・９：００より本部テントにて受付いたします。 

本部テント（受付） 

駐 車 場




